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NIE実践報告

新聞を通じて社会を知り、視野を広げて考察する力を育む

樟南高等学校 教諭 光司智徳

１・はじめに
本校は平成26年度より「普通科未来創造コース」という新しいコース

を立ち上げた。普通教科に加えて様々な行事、取り組みを取り入れ、生
徒の「未来を創造する力」の向上を図っている。コースの目玉の一つと

「 」 。 （ ） 、して 新聞活用授業 がある 総合的な学習の時間 １単位 において
１年生は「新聞と生活 、２年生は「新聞と社会 、３年生は「新聞と未」 」
来」と題して新聞やその他媒体を活用したオールジャンルの柔軟性ある
授業を行っている。

（ ） 、授業担当者は元日本経済新聞の記者 筆者＝専門教科は国語 であり
新聞記者を経験した者が、高校において新聞を専門的に扱って授業を行
っているのは全国的にも非常に珍しいケースである。また、コース立ち
上げに合わせて南日本新聞社とも協定を結び、新聞利用や新聞に関する
講演会など、様々なサポートを得ている。専門的かつ分かりやすい新聞

、 （ ）、の活用を目指して取り組んでいるところであるが 今年度 平成28年度
未来創造コースが３学年揃ったことになり、全学年で新聞授業が実施さ
れることとなった。

導入の目的は「新聞を通じて最新の社会の動きを知る」ことであり、
社会の様々な動きを知る中で 「なぜ事が起こったのか 「なぜそのよう、 」
な仕組みになっているのか 「どう解決していくのか 「自分たちの生活」 」
とどのようなつながりがあるのか」など考察する力を育み、自分の考え
を持てるようにすることである。また、物事を知るなかで人間的な視野
を広げ、多様な人間性や価値観を共有できる大人になってもらいたいと
いう狙いもある。生まれ育った地域、鹿児島、日本という狭い範囲の価
値観にとらわれず、世界に目を向けて考察できる人間として成長しても
らいたいと思っている。

近年、若者の新聞離れが言われているところであるが、この授業の導
入により、家庭等で新聞を読むようになった生徒が確実に増えており、
元新聞記者の筆者にとっては望外の喜びである。今後も新聞の必要性、
素晴らしさを生徒に伝えていきたいと思っている。
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２・毎日、毎週の取り組み
毎朝（テスト当日以外の平日は

すべて 、当日の新聞各紙の一面コ）
ラムおよび当日の大きなニュース
や生徒に知っておいてもらいたい
ニュースを印刷し、両面刷りで生

。徒に朝の会において配布している
南日本新聞社に掲載される「若い
目」も必ず１人は載せており、同年
代の生徒がどのような考えを持って
いるのかについて読ませている。

その日の新聞記事が、その日の朝
に手渡されているので、テレビやネ
ットでのニュースと連動性があり、
生徒が親しみやすい。気になるニュ
ースについても続報を追いやすい。

また、毎週刊行されている朝日や
読売の中高生新聞から、１週間のニ
ュースまとめや職業紹介欄などを印
刷し、生徒に配布している。

後述するが、こうした配布物をも
とに、毎週の授業においてニュース
に関する小テストを実施しており、
「世の中の動きを把握する」という目的に近づけている。

３・授業での取り組み
毎週１時間の授業においては、その時々のニュースなどにより様々な

取り組みを行っている。大きなニュースが発生した場合は予定していた
内容を延期し、その日の朝刊を利用してニュースについて理解したり、
考えさせ、意見を求めるなどしている。新聞を扱っているため、重大性
に即して、臨機応変に授業を組み立てている。１年生の最初は導入とな
るため、新聞の仕組みや各面の説明、記事がどのように成り立っている
かなどの基本的情報について学ぶ。２・３年生は基礎から内容理解にシ
フトし、記事について考察する機会を増やしている。
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毎回の授業で必ず行うものが前週のニュースに
ついて、どれだけ理解しているかをチェックする
小テストである （テストと言っても点数での評価。
は一切しない。できない場合は「知っておかない
といけないな」と思わせるように話をしている）

評価はしないと言っても、生徒に自己採点させ
て点数を報告させ、競争意識は持たせるようにし
ている。毎回５、６問で実施しているが、平均で
は３点以上は取れるように作成している。

生の新聞記事だけでなく、切り抜き縮刷版など
も利用し、テーマごとの考察を行う時間もある。

南日本新聞社の１面コラム「南風録」書き写し
も高い頻度で行っている。同社が発行しているス
クラップ帳を各自購入し、授業や宿題で書き写し
ているが、必ず文章に見出しをつけさせている。
南風録には見出しがないため、なるべく生徒が見
出しを立てやすい日のコラムを選んでいる。見出
しをつける作業は、文章の主題、テーマを見つけ
る作業であり、その文章が理解できている
かのポイントにもなる大切な取り組みであ
る。併せて感想も書かせ、自分の意見はど
うであるのかを確認している。生徒は概ね
30分程度で書き写し、見出し、感想を終え
られている。またコラムの文章力の高さに
感激する生徒も多く、自身の文章力向上へのフィードバックにもつなが
っている面がある。
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４・定期的な取り組み
授業以外においても、定期的に取り組んでい

。 、ることがある 南日本新聞社の協力をいただき
新聞記者による講演や新聞社見学を毎年実施し
ている。本年度は１年生を対象として新聞につ
いての基礎的な内容を、２年生を対象として、
より専門的な理解が深まるような内容
を、記者に来ていただいて講演しても
らった。生徒の感想によれば、新聞を
読む大切さや、これから新聞を読んで
いきたいという動機付けにつながって
いる。また、毎年１年生が新聞社見学
を行っている。

南日本新聞の投稿欄「若い目」への
積極的な投稿も行っている。授業で行

、 、ったり 宿題で書かせたりしているが
自分の文章が新聞に掲載されるという
喜びは大変に大きなもので、自信にも
つながる。また、掲載後、様々な反応
を得られることで影響力の大きさを知
ることにもつながっている。

投稿文章の作成においては、自分の意見を明確にすること、またその
意見の根拠をはっきりと書くことなどを指導している。こうした取り組
みは大学入試などにおける小論文対策や面接対策にも結果的につながっ
ており、新聞活用の大きな成果として実感しているものである。

５・最後に
今後も生徒のためになる新聞授業づくりに全力で取り組みたい。


